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開発機能の拡張 1
Magic eDeveloper Ver10 は、 多くの新機能や改善機能を提供します。 例えば、 エンジンの実行内容

が拡張されたり、 プロジェク ト開発、 バージ ョ ン管理、 およびデバッグ機能などが組みこまれて
います。 これによって、 よ り強力な RAD 開発／実行環境でアプリ ケーシ ョ ンを開発するこ とがで

きます。

プロジェク ト開発

Magic eDeveloper Ver10 は、 プロジェク トベースの開発をサポート します。 プロジェク トは、 アプ

リ ケーシ ョ ンに関連するオブジェク ト を含むユニッ トです。 アプリ ケーシ ョ ンは、 １つまたは複数

のプロジェク ト集ま りで構成されます。 

新しいプロジェク ト を作成する と、 プロジェク ト名を含んだフォルダが作成されます。 このフォ
ルダには、 プロジェク トで使用するオブジェク トが XML ファ イルと して作成されます。 作成され

るオブジェク トには、 コンポーネン トやヘルプ、 メニュー、 プログラム、 データソース （旧バー
ジ ョ ンのテーブル） があ り ます。 プロジェク トの内容は、 プロジェク ト ファ イル （.edp） と して定

義されます。

Magic Ver10 は、 最近オープンしたプロジェク トの履歴を表示するこ とで、 素早くプロジェク ト を

オープンさせるこ とができます。 また、 関連するプロジェク トに対してナビゲータを表示させる
こ とで、 プロジェク トの構造を参照したり、 プロジェク ト間の切替が簡単にできるよ うになって
います。

プロジェク トは、 実行環境用にキャビネッ ト ファ イル （.ecf） と して保存するこ とができます。 こ

のファ イルは、 実行エンジンでのみ有効となり、 開発エンジン （Magic スタジオ） では、 参照した

り、 修正したりするこ とができません。

タスクエディ タ

Magic Ver10 では、 データビューと タスク処理の定義場所が分離されました。 タスクは以下の 3 つ
の主要なレイヤによって定義されており、 タブで切り替えてるよ うになり ました。

•   データビュー

•   ロジッ ク

•   フォームエディ タ
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データビュー

このエディ タでは、 タスクで使用するデータビューを定義します。 データビューには、 データソー

スや項目、 リ ンクや範囲指定が含まれます。 データビューエディ タは、 旧バージ ョ ンのレコード
メ インや ［DB テーブル］ テーブルに相当するものです。

ロジック

こ こでは、 イベン トハンド ラや、 コン ト ロールハンド ラ、 関数を使用したタスクの論理的な処理
内容を定義するこ とができます。

フォーム

こ こでは、 タスクで使用する表示／入出力フォームを定義するこ とができます。

式エディ タ

定義式エディ タは、 以下で説明するよ うに拡張されました。

オート コンプリート

オート コンプリート機能とは、 関数の先頭の文字を入力して Ctrl+Space キーを押すと Magic の関

数名が表示され、 定義式の入力を補佐するものです。 該当する関数が 1 つの場合は、 自動的にそ

の関数が確定されます。 関数の候補が複数ある場合は、 一覧が表示されその先頭にカーソルが位
置付けられます。

式のフォーマッテ ィ ング

定義式は、 白色の空白でフォーマッ ト されます。

色分け表示

式の全体表示欄には、 色分けされて表示されます。

実行時の式エディ タ

アプリ ケーシ ョ ンの実行時、 エンドユーザは、 ［範囲］ 欄から定義式ウ ィンド ウにズームするこ と
ができます。 この場合、 ド ロ ップダウン／コンテキス トの各メニューによってのみ関数や項目に
アクセスするこ とができます。

有効な関数のグループは以下の通りです。 
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•   数値

•   文字列

•   基本

•   日付と時刻

•   項目 （VarSet 関数を除く）

上記のグループ以外の関数を定義しよ う と した場合、 エラーメ ッセージが表示されます。

タブの順序

Magic Ver10 では、 フォームエディ タ上で自動タブオーダモードを利用するこ とで、 オンラインタ

スクでのコン ト ロールのタブ順番を指定するこ とができます。 この機能は、 フォーム上の全ての
コン ト ロールに対してタブ ID を割り当てるものです。

コマンドパレッ トの ［自動タブオーダ］ のボタンをク リ ッ クするこ とで、 自動タブオーダモード
の有効／無効を切り替えるこ とができます。

自動タブオーダモードは、 オンラインタスクのフォームで有効です。 コン ト ロールにパーク可能
か否かに関係なく、 1 から最後にサポート されるコン ト ロールまでの連続した ID が割り当てられ

ます。 ブブラウザタスクでは、 この機能は無効になり ます。

全てのコン ト ロールには、 ［タブオーダ］ 特性があ り、 タブオーダ番号が表示されます。 自動タブ
オーダが無効な場合は、 各コン ト ロールのこの特性値を 4 桁の数値で変更するこ とができます。

自動タブオーダが有効な場合は、 自動的に定義された値が表示され、 変更するこ とはできません。

オンラインタスク とブラウザタスクのコン ト ロールには、 ［パーキング可］ と ［方向指定］ の２つ
のコン ト ロール特性があ り、 カーソルをパーク させるか否かや、 どの方向のフローに対してパー
クを許可するか指定するこ とができます。

開発エンジンと実行エンジンの分離

旧バージ ョ ンでは、 開発エンジンは実行エンジンと しての機能も組み込まれていました。 Magic 
Ver10 では、 開発エンジンは、 「Magic スタジオ」 と呼ぶよ うにな り、 実行エンジンの機能が分離さ

れました。 ２つのエンジンを分離するこ とで以下のよ うな利点があ り ます。

•   実行エンジンが異常終了しても、 開発環境が終了するこ とはあ り ません。

•   開発エンジンを終了させずに、 実行エンジンのみを中断させるこ とができます。

•   プロジェク トの実行中に開発エンジンのウ ィンド ウを使用して処理フローやデバッグ情報を表
示させたるこ とができます。

•   プロジェク ト をマルチスレッ ドのバッ クグラウンドモードで実行させるこ とができます。

•   開発エンジンの動作中に、 実行エンジンのモードを切り替えるこ とができます。
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拡張されたデバッガ

•   条件付きのブレイクポイン ト……ブレイ クポイン トに有効となる条件設定を定義するこ とがで
きます。

•   ウォッチポイン ト……内容を参照したい項目の一覧を作成するこ とができます。

•   項目内容の表示と更新……デバッグ中に項目の内容を変更するこ とができます。

•   コールスタッ クの表示……コール処理コマンド実行中のコールスタッ クの表示ができます。

エンジンモードの環境設定

実行時の開始モードの環境設定によって、 Magic がアプリ ケーシ ョ ンを開く際のエンジンモードを

指定するこ とができます。 

設定した動作環境が有効になるのは、 エンジンの次のセッシ ョ ンからか、 「実行エンジンのリセッ
ト 」 イベン ト を使用して、 環境設定を リセッ ト して実行エンジンのコンテキス ト を初期化した場
合です。

バージ ョ ン管理

Magic Ver10 は、 プロジェク ト開発においてバージ ョ ン管理 （VC） 機能 （VC） をサポート します。

VC サポートは、 Visual SourceSafe® and PVCS®のような SCC（Sorce Code Control） API V1.01 が実
装されたサードパーティ製のバージョン管理ツールを利用して実現します。

バージ ョ ン管理は、 最新のソースファイルを基準に行われます。 その基準をも とに、 バージ ョ ン管

理プロジェク トはソースファ イルを保護します。

Magic Ver10 のバージ ョ ン管理機能を利用するこ とで、 チーム開発環境でプロジェク ト を開発する

こ とができます。 各開発者は、 プロジェク トのソースファ イルの複製に対して作業を行い、 中央
のプロジェク ト と同期を取るよ うにする必要があ り ます。
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アプリケーシ ョ ンインタフェース 2
Magic Ver10 で向上されたユーザインタフェースによって、 メニューを指定したプログラムに追加

したり、 ラジオボタンやチェッ クボッ クス、 およびタブを Windows コン ト ロールと して指定した

り、 MDI （Multiple Document Interfaces） や SDI （Single Document Interfaces） の指定ができるよ うに

なり ます。

XP スタイル

Magic Ver10 は、 GUI 機能が向上されました。 既存の Windows と WindowsXP ライ クな表示をサ

ポート します。 XP サポート を有効にするには、 ［動作環境］ ダイアログの ［動作設定］ タブに追加

された、 ［WindowsXP テーマを使用する］ パラ メータで指定します。 こ こを 「Yes」 に設定する と

フォーム上のコン ト ロールの表示が XP ラ イ クにな り ます。

Windows コン ト ロール

Magic Ver10 では、 チェッ クボッ クス、 ラジオボタン、 およびタブのコン ト ロール特性に、 標準の

Windows コン ト ロールに付属されている特性が設定できるよ うにな り ました。

タブ

タブコン ト ロールでは、 ［スタイル］ 特性を 「W=Windows 立体」 に設定する と、 Windows のタブ

コン ト ロールと同じスタイルや動作になり ます。 このオプシ ョ ンによって、 以下の指定が有効に
なり ます。

•   複数行表示やタブの幅が指定できます。

•   タブに表示するイ メージファイルを指定できます。 イ メージファイルは、 イ メージ トークンの
カンマ区切りの数値文字に依存します。

•   マウスカーソルが通過した場合に、 タブが自動的に強調表示されます。
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チェ ックボックス

［スタイル］ 特性を 「2= 平面」 や 「S= 凹立体」 に設定した場合、 Windows 標準のチェッ クボッ ク

スのよ うに表示されます。 「3= 凸立体」 の場合は、 今までの Magic と同じよ うに独自のイ メージで

表示されます。

「2= 平面」 や 「S= 凹立体」 に設定した場合、 以下のよ うになり ます。

•   コン ト ロールの外観をボッ クスまたはボタンのどちらかに指定できます。

•   ３つの状態 （「True」 （選択された状態）、 「False」 （選択されていない状態）、 「Null」 選択されて

いるが未確定の状態） で表示させるこ とができます。

•   複数行表示を指定するこ とで、 表示するテキス トの長さが長い場合に折り返し表示させるこ と
ができます。

•   チェッ クボッ クスの垂直整列指定ができます。

•   イ メージファイル名を指定するこ とで実行時にイ メージを表示させるこ とができます。

ラジオボタン

［スタイル］ 特性を 「2= 平面」 や 「S= 凹立体」 に設定した場合、 Windows 標準のラジオボタンの

よ うに動作します。 「2= 平面」 や 「S= 凹立体」 に設定した場合、 以下のよ うにな り ます。

•   コン ト ロールの外観をラジオまたはボタンのどちらかに指定できます。

•   複数行表示を指定するこ とで、 表示するテキス トの長さが長い場合に折り返し表示させるこ と
ができます。

•   イ メージファイル名を指定するこ とで実行時にイ メージを表示させるこ とができます。

•   ラジオボタンの垂直整列指定ができます。

グループ化ラジオボタン

通常、 同じ項目を異なるコン ト ロールに割り当てる事はできませんが、 Magic Ver10 では、 同じ項

目を異なるラジオボタンに割り当てるこ とができます。 ラジオボタンの値を切り換えた場合、
Magic Ver10 は 1 つの集合体のよ うに同じ項目の異なる値を処理するこ とができます。

同じ項目に割り当てられたラジオボタンは、 同じ特性を共有します。 共有された特性が一方のラ
ジオボタンで修正された場合、 同一フォーム上の他のラジオボタンの特性も変更されます。

フォーム状態の永続性

Magic Ver10 は、 エンドユーザによって行われた GUI の変更内容を自動的に保存する新機能があ り

ます。 これによって、 例えば、 位置やサイズなどの変更などが保存されます。 エンドユーザが

フォームにアクセスする と、 以前に設定された変更内容で表示されます。
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テーブルコン ト ロールの拡張

Magic Ver10 のテーブルコン ト ロールは、 ルッ ク＆フ ィールが拡張されました。 デフォルトでは、

テーブルコン ト ロールは、 「Windows」 とい う新しいスタイルに設定されています。 このスタイル

では、 テーブルコン ト ロールは Windows のコン ト ロールであるこ とを意味し、 カラムの並べ替え

やホッ ト ト ラ ッキングのよ うな機能が有効になり ます。

タスクの並行実行

バッ クグラウンドモードでタスクを並行実行させるこ とは、 旧バージ ョ ンでもサポート していま
した。 Magic Ver10 では、 オンラインモードでも並行してタスクを実行させるこ とができます。 こ

の機能は、 以下に説明する MDI/SDI 機能によって有効になり ます。

MDI/SDI 機能 
Magic Ver10 は、SDI（Single Document Interfaces）だけでなく、MDI（Multiple DocumentInterfaces）
として定義することができます。

MDI では、同時に複数のウィンドウをオープンすることができます。MDI は、親ウィンドウと複
数の子ウィンドウを持つことができます。子ウィンドウは、通常、メニューバーやツールバー、
およびステータスバーを含め、親ウィンドウとインタフェースを共有します。このため、MDI は
親ウィンドウに依存します。親ウィンドウをクローズすると、子ウィンドウも自動的にクローズ
されます。

SDI は、１つのウィンドウのみオープンできます。各ウィンドウは、メニューやツールバー、およ
びステータスバーを持っています。このため、SDI は親ウィンドウに依存しません。

MDI と SDI 機能はアプリケーションをオープンし、同時に複数のタスクを実行します。これに
よって、別のMagic インスタンスを起動させることなくプログラムを並行に実行させることがで
きます。

Magic Ver10では、並行実行はコンテキストを使用して行なわれます。プログラムが同時に実行さ
れと、新しいコンテキストがオープンされます。新しいコンテキストは、それ自身のメインプロ
グラムを持っています。このメインプログラムとコンテキストは、同じプロセス内の他のコンテ
キストからは独立しています。

メニューシステムの拡張

表示されたド ロ ップダウン メニューは、 通常、 デフォルト メニューや顧客メニュー、 および印刷
などの色々なモジュールが組み合わさって表示されます。
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Magic Ver10では、特定のプログラムとそのサブプログラムに特有なメニューを追加することがで
きます。さらに、コントロールに対してコンテキストメニューを定義できるため、フォームの上
のすべてのコントロールに対して異なるコンテキストメニュー表示させることができます。

メニューは、 メニューエン ト リの集ま りで、 コンテキス ト メニューと ド ロ ップダウン メニューの
どちらでも定義できます。

メニューに起動させたいプログラムを定義するこ とで、 メニューを使用するこ とができます。
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複合アプリケーシ ョ ン開発 3
Magic Ver10には、Web サービスや DLL、およびストアドプロシジャ等のコンポーネントを簡単に
作成するためのウィザードがあります。またMagic アプリケーションをコンポーネントとして定
義することができます。
コンポーネントを出力することで、Magic アプリケーション間でリソースを共有したり、アップグ
レードされたアプリケーションの配布処理が容易になります。コンポーネントインタフェースビ
ルダーを使用することで、Magic アプリケーションを外部のアプリケーションに対して公開するこ
とができます。

リソースリポジト リ

コンポーネン トは、 リ ソース リポジ ト リに一覧表示されます。 こ こには、 他のアプリ ケーシ ョ ン
と共有可能なアプリ ケーシ ョ ンオブジェク トが表示されています。

リ ソース リポジ ト リでは、以下のことが可能です。

•   コンポーネントインタフェースを新しく読み込んだり、既存のコンポーネントを再読込できま
す。MCI ファイルが読み込まれると、Magicはインタフェースで定義されたコンポーネントタ
イプをチェックし、それに応じて リ ソース リポジ ト リのタイプ特性を変更します。

•   ウイザードを起動することで、外部リソースと接続するコンポーネントを作成したり、コン
ポーネントのインタフェースを作成することができます。

•   独自のウィザードを追加することができます。

Web サービスの拡張

Magic Ver10 は、 以下の Web サービス規格をサポート します。

•   SOAP 1.1 …… Simple Object Access Protocolの略称で、Web サービスにおけるデファクトのメッ
セージ交換用プロトコルとなった仕様

•   SOAP 1.2 ……W3C 勧告 となったもの

•   SOAP Attachments(SOAP with Attachments ) ……SOAP に対する MIME ベースの拡張で、(XML) 
テキストとバイナリ―形式の文書の両方を付属することをサポートするもの 
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•   WS-Security ……Web Services Security Specification (OASIS) として、Web サービスのセキュリ
ティに関わるあらゆる側面に対処する包括的な取り組みであり、認証、認可、及びプライバ
シーなどを含む
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XML との統合 4
Magic Ver10は、柔軟な標準フォーマットを提供する XML（Extensible Markup Language）をサポー
トします。これによって、容易にインターネットや、イントラネット、および他のネットワーク
の上のデータを共有できるようになります。

Magic Ver10は、標準のデータソースとして XML ファイルを使用することができます。XML デー
タソースを使用した場合、データビューとして XML ファイルを使用したタスク（バッチやオンラ
イン）を作成することができます。

［DBMS］ テーブルには、「XML ファイル」が定義されており、［データベース］テーブルには、
「デフォルト XML データベース」が定義されています。これらを使用して XML データソースを利
用することができます。

［データ］リポジトリで XML データソースを定義することで、XML ファイルを処理するタスクを
作成することができます。

［定義取得］処理を使用することで、XML スキーマを読み込むことができます。

XMLValidate と XMLValidationError 関数を使用して、XML タスクが XML スキーマと互換性がある
ことを確認できます。

選択された合成要素と単一要素及び属性を表示するために、XML スキーマのサブビュー作成する
ことができます



ユニコード 5
Magic Ver10は、全面的にユニコードをサポートします。ユニコードのサポートは、既存の ANSI と
OEM 標準サポートに加えて提供されます。

ユニコードサポート

Magic Ver10 でのユニコードサポートは、以下のような内容を意味します。

•   ユニコード形式のデータベース項目の読み書き

•   入出力ファイルに対する、 ユニコードデータの入出力

•   ユニコードデータ用のプログラムの作成

•   ユニコードファ イルの読み書きの実行

•   外部システムに対するユニコードデータの送受信

•   定義式や関数、 フォーム特性でのユニコード定義の使用

ユニコードの変換

Magic Ver10の暗黙的な機能で、ユニコードとの変換用に使用したいコードページを選択すること
ができます。コードページを選択しない場合、デフォルトのコードページを使用して変換します。

明示的に変換する場合は、以下の 2 つの関数を使用します。

•   UnicodeFromANSI

•   UnicodeToANSI

ユニコード関数

ユニコードサポート用にに、 2 つの関数が追加されました。

•   UnicodeCHR…… 数値を対応したユニコード文字に変換します。

•   UnicodeVal …… ユニコード文字を対応した数値に変換します。
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ユニコード変換ユーティ リテ ィ

Magic Ver10 には、データをユニコードから ANSI へ、または ANSI からユニコードに変換する処
理を支援するためのユーティリティが含まれています。

このユーティ リ ティでは、 デフォルトのコードページを使用したくない場合、 使用するコード
ページと入出力ファイルの名前を指定します。
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RADD 機能の拡張 6
Magic Ver10 では、 拡張された RADD 機能を使用するこ とができます。 例えば、 サブフォームを定

義したり、 ユーザ定義関数を作成したり、 ディ レク ト リ をオープンする関数を使用するこ とがで
きます。

サブフォーム

「サブフォーム」 を使用するこ とで、 サブフォームのデータの処理中に、 フォームを親タスクのオ
ンラインフォームと統合した うえで、 親タスクから独立しているよ うかのよ うなレコード処理を
実行させるこ とができます。

サブフォームを使用する主な利点は、 １対多の関係のプログラムを作る場合に、 親タスクにパー
クしている状態でサブタスク上の明細表示を参照するこ とができる という こ とです。 サブフォー
ムを抜けたり再度入ったり した場合、 サブフォームのデータビュー内の最後に表示位置が保持さ
れ、 パラ メータが渡された時点で親タスクに対応するサブフォームのデータビューになるよ うに
自動的に再表示しますます。

SubformExecMode 関数を使用するこ とで、 「サブフォーム」 タスクのロジッ クを実行するモードに

合わせるために必要な情報を開発者に提供します。

「サブフォームの再表示」 イベン トは、 以下の場合、 サブタスクを再表示させます。

•   ［自動再表示］ 特性が 「No」 に設定された場合

•   実行エンジンがサブタスクを再表示させるために、 タスクの値が変更されなかった場合

開発関数

開発関数は、 選択されたパラ メータや処理コマンド、 戻り値を組み合わせて 1 つの論理セグメン

ト と して構成されたものです。 これらは、 対応するユーザイベン トが必要なタスク全体を読み込
まなくてもアプリ ケーシ ョ ンで使用できます。 プログラムを使用する場合や、 ハンド ラを作成し
ない場合があればそのよ うにできます。

開発関数は、 以下のよ うに動作します。

•   開発関数は、 明示的な名前とパラ メータ、 処理、 戻り値で構成されています。 Magic は内部関

数と して認識され、 実行時に正規の関数のよ うに評価されます。 関数の構文は、 同期モードの
Magic eBusiness Platform Ver10 19



イベン トハンド ラのよ うに実行されます。 また開発関数は、 コンポーネン トの一部と して公開
するこ とができます。

•   メ インプログラムに定義された場合、 アプリ ケーシ ョ ン全体で利用するこ とができます。 ［ス
コープ］ 指定が 「G= グローバル」 に設定されている場合、 これらの関数は、 コンポーネン トか

ら利用するこ とができます。

 ディ レク ト リオープン関数

DirDlg 関数は、 システムディ レク ト リの選択ダイアログボッ クスを開き、 選択されたディ レク ト

リ名を返します。 例えば以下の式では、 DirDlg:\my documents’ とい うディ レク ト リが表示されま

す。

例 ： DirDlg（'c:¥my documents'）
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イベン ト処理 7
Magic Ver10 は、 イベン トハンド ラの機能が拡張され、 以下のよ うなこ とが可能になり ました。

•   コン ト ロールハンド ラの定義の迅速化

•   エンジンに対するイベン トデータ属性の定義

•   レコードサイクル内でイベン トハンド ラをいつ実行するかを指定

•   項目値の変更時の処理

イベン トパラ メータのサポート

ユーザーイベン トには、 宣言型のパラ メータを設定するこ とができます。 これらのパラ メータを
使用するこ とで、 イベン ト実行処理コマンドでパラ メータの整合性の確認を取るこ とができます。

イベン トに対するハンド ラを作成した場合、 ハンド ラに自動的にパラ メータを定義するよ うにで
きます。

名前によるコン ト ロールハンド ラ定義

Magic Ver10 におけるコン ト ロールハンド ラでは、 コン ト ロール一覧から既存のコン ト ロール名を

選択できる他、 コン ト ロール名を入力するこ とができるよ うになり ます。 Magic Ver9 では、 コン

ト ロール一覧からの選択のみ可能でした。

コン ト ロール名を入力する方法によ り、 以下のよ うなこ とが可能となり、 コン ト ロールハンド ラ
をよ り迅速に定義するこ とができるよ うになり ます。

•   コン ト ロールが作成される前に、 コン ト ロールハンド ラを作成するこ とができます。

•   異なるク ラスのオンラインフォームに定義された同じ名前のコン ト ロールに対するハンド ラを
定義できます。

•   コン ト ロールが削除されても、 ハンド ラでのコン ト ロール定義が残り ます。
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項目変更イベン ト

「項目変更」 イベン トは、 項目が内容が更新されたこ とを ト リガと して発生します。 項目更新処理
コマンド、 ［代入］ カラムに定義された式、 VarSet 関数、 入力フォーム、 戻り値、 ド ラ ッグ＆ド

ロ ップ、 およびユーザの入力操作によって項目が更新される場合がこれに該当します。

「項目変更」 イベン トが作成された場合、 Magic Ver10 は、 以下のパラ メータを作成するかど うか

の確認を行ないます。

•   Cng_< 項目名 >_ ……ハンド ラが起動された理由が格納されます。 この場合、 以下の 2 つの数値

で表されます。

•  0……ユーザ操作による変更

•  1……それ以外による変更

•   Cng_Prv_……項目の以前の値が格納されます。

強制終了の拡張

旧バージ ョ ンにおける ［強制終了］ の 「R= レコード」 設定は、 Magic Ver10 では 「事前レコード

更新」 と呼ばれます。 このオプシ ョ ンは、 一旦レコードを抜けて、 データベースのレコード更新
が行われる直前に、 イベン トハンド ラを実行する設定です。

「事後レコード更新」 と呼ばれる新しいオプシ ョ ンでは、 レコードを抜けてデータベースを更新
し、 レコードに再度入った時点でイベン トハンド ラを実行します。
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ブラウザクライアン トの拡張 8
Magic Ver10 は、 以下に説明するよ うにテーブルを常駐に設定するこ とで、 ブラウザアプリ ケー

シ ョ ン内のデータコン ト ロールに対して再リ ンク処理が迅速に行われるよ うになり ます。

クライアン トのテーブルキャッシュ

データソース特性のダイアログボッ クスにある ［常駐］ パラ メータで 「即時でブラウザ」 を選択
する とアプリ ケーシ ョ ンテーブルをキャ ッシュするこ とができます。

「即時でブラウザ」 オプシ ョ ンを選択する と、 データオブジェク ト テーブルは常駐テーブルとな
り、 アプリ ケーシ ョ ンと一緒にク ライアン トにロード されます。 常駐テーブルに対する各リ ンク
処理コマンドは、 ク ライアン ト側で再計算されます。 これによって、 サーバにテーブルがある場
合に比べて再リ ンクにかかる時間を減らすこ とができます。

Magic は、 サーバ側で再リ ンクが必要なテーブルについてはキャッシュしません。 ブラウザク ライ

アン トでのキャ ッシュテーブルは、 タスクの リ ンク処理コマンドがサーバと関係しない場合のみ
有効です。 これらのリ ンクは、 ク ライアン ト側リ ンク と呼ばれます。
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Date-Time 型のサポート 9
最近のデータベースは、 通常 Datetime フ ィールドをサポート しています。

この種のフ ィールドは、 日付と時間の組み合わせを含んでいます。 こ こには正確なタイムスタン

プが格納されています （例 ： May 3rd, 10:00 PM）。 Magic は、 SQL 系 DBMS や ISAM 系 iSeries の
データベースフ ィールド と同じよ う な、 日付と時間のフ ィールドを結合した書式をサポートする
よ うにしました。

［Datetime の一部］ 特性の値は、 同じデータベーステーブルの Time フ ィールドを参照しています。

この値は、 Date フ ィールド と一緒に SQL 系 DBMS や ISAM 系 iSeries のデータベース内の

Datetime 値と結合されています。 ［Datetime の一部］ 特性は、 通常の ISAM ファ イルでは無効です。

AddDateTime 関数は、 Datetime 値をサポートするよ うになり ます。 これは、 Magic の日付と時刻型

項目によって表されます。 年、 月、 日、 時、 分そして秒の合計値が日付と時刻の現在値に加算さ
れます。 合計値は、 ２つの項目の後に格納されます。

DifDateTime 関数は、 ２つの Datetime 値の差分を計算します。 ２番目の Datetime 値が、 最初の値か

ら差し引かれます。

結果は、 ２つの Datetime 値と日の残っている部分の秒数の間で全体の日数で表されます。 ？



Ver10 へのマイグレーシ ョ ン 10
こ こでは、 インタフェースオブジェク トや Magic Ver10 で削除された機能、 変換ユーティ リ ティ、

GUI エンハンサーウ ィザード、 変更されたキー割付に関する情報について記述されています。

変換ユーティ リテ ィ

MagicVer10 は、 Magic Ver9 のリポジ ト リ出力ファイルを入力するこ とができません。 しかし、

v9converter.exe と呼ばれるコマンド ライン形式の変換ユーティ リ ティ を利用するこ とで、 Ver9.4SP5
以上のリポジ ト リ出力ファイル Ver10 用の出力ファイルに変換するこ とができます。

構文

変換処理で必要なパラ メータは、 コマンド ラインパラ メータをと して指定します。

Magic Ver9 の出力ファイル指定

Magic Ver9 のリポジ ト リ出力ファイル名を指定する場合は、 -EXPORT パラ メータを使用します。

パスに空白が含まれている場合は、 引用符で囲む必要があ り ます。 .

このパラ メータは必須です。

プロジェク トディ レク ト リ

Magic Ver10 のプロジェク トディ レク ト リ を指定する場合は、 -PROJECT パラ メータを使用します。

パスに空白が含まれている場合は、 引用符で囲む必要があ り ます。 .

注 : プロジェク ト名と .edp ファ イル名はプロジェク トのサブディ レク ト リ名を使用します。

このユーティ リ ティは、 指定されたプロジェク トディ レク ト リに .edp ファ イルを、 ソースサブ

ディ レク ト リ内にソースファイルを作成します。

例 : V9converter -EXPORT=C:¥Myapp.exp

例 : V9converter -EXPORT=C:¥Myapp.exp -PROJECT="c:¥my prjs¥prj1"
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このパラ メータは必須です。

言語

出力ファイルの言語が英語でない場合、 出力ファイルの言語を指定する必要があ り ます。 この情
報は、 ACT および MODE リ テラルが含まれる文字列の処理で必要になり ます。 言語は、 -LANG
パラ メータで指定します。

Magic によってサポート される言語を表す文字コードは以下の通りです。 これらは、 言語対応の環

境ファイルの拡張子と同じ文字列です。

•   CHN …… 中国語

•   DAN ……デンマーク語

•   ENG ……英語

•   FRE ……フランス語

•   GER ……ド イツ語

•   HAN ……韓国語

•   HEB ……ヘブライ語

•   HUN ……ハンガ リー語

•   NLD ……オランダ語

•   POL ……ポーランド語

•   POR ……ポルトガル語

•   RUS ……ロシア語

•   SPN ……スペイン語

•   SWD ……スウェーデン語

•   TWN ……台湾語

•   JPN  ……日本語 ?

大文字と小文字は区別されません。 文字の長さが三文字以上あるかど うかのチェッ クは行います。
三文字よ り長い場合は、 最初の三文字で判断されます。 このパラ メータが設定されない場合、 デ
フォルト値の 「ENG」 と して処理されます。 

このパラ メータはオプシ ョ ンです。

ローカライズ指定

出力ファイルの内容に影響するローカライズ指定を以下に列挙します。

•   日付タイプ

•   ３桁区切文字

•   小数点

•   日付区切文字
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•   時刻区切文字

これらの値は、 -LOCALS パラ メータで設定します。

このパラ メータの値は、 ５種類のローカライズ値を以下の順番で一文字づつ並べて指定します。

[Date][Thousands][Decimal][Date][Time]

日付タイプで指定できるオプシ ョ ンは以下の通りです。

•   E …… ヨーロ ッパ

•   A …… アメ リ カ

•   J …… 日本

文字これ以外の文字が指定された場合、 デフォルトの 「ヨーロ ッパ」 と して処理されます。

文字列が五文字以上の場合、 最初の五文字をチェッ ク します。 このパラ メータが指定されていな
い場合、 デフォルト値と して 「E,./:」 が指定されたものと して処理されます。

このパラ メータはオプシ ョ ンです。

変換ログ

変換ログファイル名とパスは LOG= parameter によって設定できます。 パスに空白が含まれている

場合は、 引用符で囲む必要があ り ます。

このパラ メータが設定されない場合、 デフォルト ファ イル名が使用されます。 デフォルト ファ イ
ル名は Ver9 の出力ファイル名をも とに以下のよ うに決定されます。

［Ver9 の出力ファイル名］ _cnv.log

このファ イルは、 ユーティ リ ティのカレン トディ レク ト リに作成されます。

このパラ メータはオプシ ョ ンです。

Magic Ver9 のアプリケーシ ョ ン識別子

変換ユーティ リ ティは、 Magic Ver9 のアプリ ケーシ ョ ンで定義されている識別子を指定する必要が

あ り ます。 これは、 テーブル名が指定されていない ISAM テーブルを変換するためのものです。

識別子は、 -PREFIX= parameter と指定します。

文字列が２文字以上の場合、 先頭の２文字を識別子と します。 指定されない場合、 識別子は、
「XX」 と して処理されます。

このパラ メータはオプシ ョ ンです。

ト ラブルシューテ ィング

こ こでは、 変換処理で発生する と予想される問題について説明します。
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省略できないパラメータ

 -EXPORT または、 -PROJECT パラ メータが指定されない場合、 ヘルプが表示されます。

不当な出力ファイル

変換処理中に、 出力ファイルが正しいものでないと判断した場合、 以下のよ うなメ ッセージをコ
ンソース上に表示します。

V9 export file is invalid

プロジェク トディ レク ト リがすでに存在している

プロジェク トディ レク ト リがすでに存在している場合、 そのディ レク ト リが空でなくても、 処理
を中断するべきではあ り ません。

しかし、 同じ名前の .edp ファ イルがあったり、 ソースサブディ レク ト リがある場合は、 処理でき

ません。 変換ユーティ リ ティは、 このどちらかの状態である と判断した場合、 変換処理を中断し、
以下のメ ッセージをコンソールに表示します。

The project directory already contains project files

変換処理が失敗

変換処理が失敗した場合、 コマンド ラインパラ メータを確認したり、 リポジ ト リ出力ファイルが
Ver9 のものであるかど うかを確認してください。

ユーティ リテ ィのヘルプ

パラ メータを指定しないでユーティ リ ティ を実行したり、 /? パラ メータを付けて実行した場合、 コ

ンソール上にヘルプを表示します。

変換処理のログは、 LOG パラ メータで指定されたファイルに出力されます。 LOG パラ メータが指

定されない場合、 デフォルト名で出力されます。

Magic Ver9 から  Magic Ver10 への変換結果

こ こでは、 Magic Ver10 のアプリ ケーシ ョ ン構造に合わせるため、 Ver9 のアプリ ケーシ ョ ンを事前

に修正ずる内容について説明します。

レコード メイン

Magic Ver9 のアプリ ケーシ ョ ンを Magic Ver10 のプロジェク トに変換した場合、 レコード メ インに

定義された処理 （ビュー定義を除きます。） は、 RM 互換ハンド ラに定義されます。 Ver9 と同じよ

うに項目の間に処理が定義されているよ うに設定されます。
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このハンド ラには、 データビューエディ タに入力されているデータ項目が参照表示され、 データ
項目の参照表示の間に処理を定義させるこ とができます。

このハンド ラは、 以下のよ うに動作します。

•   データ項目の参照表示は、 現在のデータビューに基づいて自動的に作成され、 データビューエ
ディ タ と同期します。

•   コン ト ロールのタブ順序は、 RM 互換性ハンド ラの中の項目の参照表示の定義順になり ます。

•   オンラインタスクには、 1 つの RM 互換性ハンド ラのみ定義可能です。 このハンド ラは、 ブラ

ウザ／バッチタスクでは無効になり ます。

•   レコード メ インに定義されている処理の中には、 動作しない Magic Ver10 での新機能が定義さ

れている可能性があ り ます。 例えば、 ブロ ッ ク処理コマンドの While オプシ ョ ンは、 RM 互換

性ハンド ラでは、 利用できません。

タブ

実項目に対するセレク ト処理コマンドへのパーク、 方向指定、 条件指定は、 コン ト ロールの
［パーク可］ や ［方向］ 特性に変換されます。

レコード メ インでの定義順によって決定されるタブの順序指定は、 コン ト ロールの ［タブ順序］
特性に変換されます。

詳細は、 第 1 章 「開発機能の拡張」 の 「タブの順序」 を参照してください。 第 1 章 「タブの順序」

DB テーブル

Magic Ver9 のタスクで、 ［DB テーブル］ テーブルに手動で定義された DB テーブルは、 データ

ビューエディ タのヘッダ行で定義された状態に表示されます。

Window 特性

フォーム特性の ［モーダルウ ィンド ウ］、 ［フローティングウ ィンド ウ］、 ［子ウ ィンド ウ］、 ［ウ ィ
ンド ウ分割］ の各特性は、 フォーム特性の ［ウ ィ ンド ウタイプ］ 特性に変換されます。 この特性
は、 ［フロート ］、 ［モーダル］、 ［分割子ウ ィンド ウ］ に変換されます。

関数と式

以下の関数と リテラルが変更されます。

•   ASC → ASCIIVal

•   CHR  →  ASCIIChr

•   CtrlName  →  LastClicked

•   MaxMagic  →  WinMaximize

•   MinMagic  →  WinMinimize

•   ResMagic  →  WinRestore
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•   KEY リ テラル  →  INDEX リ テラル

•   FILE リ テラル  →  DSOURCE リ テラル

イベン ト とハンド ラ

すべての処理コマンド、 Magic Ver10 の同等の処理コマンドに変換されます。

強制レコード終了

［強制終了］ ユーザイベン ト特性の 「レコード」 オプシ ョ ンは、 ［事前レコード更新］ に変換され
ます。

コン ト ロールハンド ラ

コン ト ロールハンド ラのコン ト ロール名は、 フォーム上のコン ト ロール名の参照ではなく、 名前
が定義されるよ うに変換されます。 変換ユーティ リ ティは、 複数の GUI 表示フォームを含んだタ

スクを処理するこ とができます。

コン ト ロール変更

コン ト ロール変更レベルは、 Magic Ver10 の項目変更レベルの一部に対応します。 すべての ［コン

ト ロール変更］ ハンド ラの定義内容と処理は、 新し く追加された変更理由パラ メータによって調
整されます。

メニュー

［デフォルトプルダウンメニュー］ は、 メ インプログラムの中で参照するよ うに設定されます。

HTML マージ

HTML マージは、 「マージ」 という名前になり ました。

GUI エンハンサーウィザード

GUI エンハンサーウイザードは、 移行されたアプリ ケーシ ョ ンの GUI 表示を Magic Ver10 のスタ

イルに調整する処理を行います。

Windows Start menu > All Programs > eDeveloper 10.0 > Migration > GUI-Enhancer.

以下のメニューからウイザードにアクセスするこ とができます。

Windows の ［スタート ］ メニュー＞全てのプログラム＞ Magic Ver10 ＞移行＞ GUI エンハンサー
Magic eBusiness Platform Ver10 30



キー割付

Magic Ver10 では、 ２つのキー割付ファイルを提供します。

Act_std_V9.jpn ファ イルは、 Magic Ver9 のシ ョート カッ ト と互換性があ り ます。 Act_std.jpn ファイ

ルは、 Microsoft® Windows® と互換性のあるキーの組み合わせを提供します。

Magic における Windows 対応の組み合わせキーについては、 リ ファレンスヘルプを参照して くだ

さい。

ユニコード とアプリケーシ ョ ンの入力

旧バージ ョ ンのアプリ ケーシ ョ ンを入力する と、 以下のオブジェク トに対するテキス トは、 デ
フォルトのコードページに従って自動的にユニコードに変換されます。

•   メニューの ［表示メニュー］ 欄

•   ヘルプのテキス ト

Magic Ver9 では、、 コン ト ロールの ［型］ 特性は、 割り当てられた項目や定義した式の戻り値の型

がデフォルト とな り ます。 これに対して、 Magic Ver10 では、 ［データ］ 特性を式で定義する とユニ

コードの型を指定するこ とができます。

旧バージ ョ ンのアプリ ケーシ ョ ンを移行した場合、 文字型式を定義している場合ユニコード型に
変換されます。

削除された機能

以下の機能は、 Magic Ver10 で削除されました。

マルチュユーザアクセス

［マルチユーザーアクセス］ 特性は、 削除されました。
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DBMS
［DBMS］ テーブルから、 以下のカラムが削除されました。

•   ２相コ ミ ッ ト

•   排他ト ラン

•   ID

Magic.ini の ［MAGIC_DBMS］ セクシ ョ ンから以下のパラ メータが削除されました。

•   OnePhaseCommit

•   TwoPhaseCommit

•   NotTransLockExcl

•   TransLockExcl

データベース

［データベース］ テーブルから、 以下のカラムが削除されました。

•   Magic サーバー

［データベース］ 特性から、 以下のカ特性が削除されました。

•   共通のデータ辞書

•   XA ト ランザクシ ョ ン

通貨変換サポート

通貨変換機能が削除されました。

動作環境の ［通貨変換ファイル］ パラ メータは削除されました。

Magic.ini の ［MAGIC_ENV］ セクシ ョ ンで EuroFile の設定が削除されました。

CTL 特性の ［基準通貨］ や ［通貨変換ファイル特性は、 削除されました。

以下の通貨変換関数はサポート されません。

•  EuroCnv

•  EuroDel

•  EuroGet

•  EuroSet

•  EuroUpd
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Web オンライン

Web オンラインは、 サポート されません。

HTML フォーム

HTML フォームは、 サポート されません。

アプリケーシ ョ ン特性

CTL 特性から ［インターネッ ト開発ファイルルート ］ が削除されました。

インターネッ ト APG
インターネッ ト APG 機能は、 サポート されません。 APG ダイアログから ［インターネッ ト ］ タブ

は削除されました。

Java ブラウザクライアン ト

Java を使用したブラウザク ライアン トは、 サポート されません。

XML コンポーネン トジェネレータ  (XCG)
XCG （XML コンポーネン ト ジェネレータ） は、 リ ソース リポジ ト リの一部とな り ました。

Java コンポーネン トジェネレータ  (JCG)
JCG （Java コンポーネン ト ジェネレータ） は、 リ ソース リポジ ト リの一部となり ました。

ドキュ メン ト出力

リ ポジ ト リ入出力ダイアログから、 ドキュ メン ト出力オプシ ョ ンが削除されました。
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メモ型

メモ型は、 独立したデータ型と しては削除され、 文字型項目の記憶型と しては使用できません。
Magic Ver9 のアプリ ケーシ ョ ンを移行した場合、 メモ型項目は文字型に変換され、 変換ログにメ ッ

セージが出力されます。

エディ ッ ト処理コマンド

エディ ッ ト処理コマンドは、 サポート されません。 Magic Ver9 のアプリ ケーシ ョ ンを移行した場

合、 OS コマンド と Microsoft のノートパッ ドでオープンするよ うに変換されます。

DDF 作成

この機能は削除されました。

テーブルオプシ ョ ンモード

［DB テーブル］ テーブルの ［オープン］ カラムで以下のモードが削除されました。

•   F= 高速

•   D= 破損

関数

以下の関数が削除されました。

DSTR IVAL TSTR

DVAL LSTR TVAL

ESTR LVAL VAL

EVAL MTblSet

FLOW RSTR

ISTR RVAL
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